
教科 重点課題 取組 発展的取組

国語

文章を的確に読
み取り、その内容
について自分の
見解を述べること
ができる。

・年間指導計画について共有し、
指導事項や観点別評価方法につ
いて確認する。
・文章を読み、要約したり本文や
資料を引用しながら自分の意見
や考えを論述する。

・国語科で国語力の基礎を確実
に身に付けさせ、他教科でも応用
できるようにする。硬質な文章で
も対応できるようにする。

地理歴史・
公民

社会的諸課題に
ついて多面的・多
角的に考察し、議
論する力を養う。

・調査や諸資料から様々な情報を
適切かつ効果的に調べ、自分の
意見を表明する技能を身に付け
るようにする。

・地理や歴史、現代の諸課題につ
いて、事実を基に概念などを活用
して考察や議論する力を養う。

数学

数学を多面的に
活用できるように
授業方法やさまざ
まな工夫の実践と
共有。

・授業法や多くの工夫、教材開発
を教員間で共有。
・日常にあふれる題材を適切に選
び授業に活用していき、検証して
いく。
・論理的思考育成を念頭に置く。

・ICT活用等を基準とし、他の教員
の方法を参考に自らの授業を見
直し、より良いものにして日々の
授業で新しい手法を積極的に実
践・検証していく。

理科

科学的に探究しよ
うとする態度と力
を養う学習活動の
充実。

・科学に関する文献を読んだり、
体験活動に参加したりする機会を
提供する。
・授業内で日常生活や他教科で
の学びと関連付けて考察する問
いや課題を設定する。

・探究の技術を身に付け､自身の
意見を科学的な根拠に基づいて
発表し、意見交換を行う。

保健体育

「生涯を通じた健
康」に繋がる学
習・実習の充実。

＜体育＞基礎体力の向上をベー
スに、数多くの運動の実施と、そ
の種目の特性に適した課題（記
録・技能・個人の役割等）の設定
を行う。
＜保健＞「健康」に関する内容を
多く取り上げ、自分の健康は自分
で確立する考え方と実践方法に
ついて深く取り組む内容を設定す
る。

・「健康」についての意識を高め、
自らの生活や社会の問題点を見
出し、改善の方策や今後自分た
ちは何をすべきかを考えさせ、未
来の自分達の生活・人生や社会
に生かせる力を養う。

芸術

表現の多様性を
知り尊重する指導
の充実。

・様々な表現や素材を扱い、バラ
ンスを考えたカリキュラムの充
実。
・問題意識を持ち、計画性を考え
取組む指導の充実。

・発表、プレゼン、講評から自己
の表現の考察を深め、他者の表
現を尊重する態度の育成を目指
した授業の実施。
・進行状況の確認の実施。

外国語

4技能を向上させ
る指導の充実。

・４月に全学年対象TOEIC L&Rテ
ストの校内受験。
・１月に１学年対象TOEIC S&W受
験。
・１学年ディベート・ディスカッショ
ンでのオンライン英会話の実施。
・教科全体で指導の充実に向け、
週１回の教科会、月１回の科目打
ち合わせの実施。

・CEFR　B2B1レベルの生徒層を
増やす学習指導。
・東京都大会・全国大会を見据え
た校内スピーチコンテストの実
施。
・生徒の多様な進路実現を支援
するための多岐にわたる選択科
目の設置と講習の実施。

家庭

・実践的・体験的
な学習活動、問題
解決的な学習活
動の充実
・ICTを活用

・知識や技術を生活と結び付けなが
ら取り上げる。
・レポートの考察は、「根拠」を意識さ
せる。
・課題や振り返りにICTを活用する。

・各種コンクールに参加し、授業の成
果を発表。
・プレゼンテーションやディスカッショ
ンから考察を深め、多文化共生社会
の一員としての自覚を高める。

情報
情報社会に主体
的に参画する知
識・技能を養う。

・コンピュータ等の理解を深め、技
能を習得する。
・問題の発見、解決に向けて効果
的に活用する力をつける。

・TeamsとOneDriveの効果的な活
用について理解を深める。
・共通テスト対策を行う。

令和６年度都立国際高校における教科指導の重点


